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Town　Topics

大
橋
氏
は
昭
和
47
年
1
月
に
湯

浅
に
て
歯
科
医
院
を
開
設
以
来
42

年
余
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民

の
歯
科
疾
患
の
予
防
、
治
療
、
口
腔

衛
生
活
動
の
普
及
向
上
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
母
子
保
健
活
動
等
保
健

所
活
動
へ
も
積
極
的
な
協
力
は
も
と

よ
り
、
常
に
口
腔
衛
生
活
動
の
普
及

向
上
に
尽
力
、
地
域
社
会
に
寄
与
さ

れ
、
温
厚
な
る
人
格
と
豊
か
な
経
験

を
も
っ
て
住
民
の
歯
科
診
療
に
当
た

る
と
と
も
に
、
常
に
歯
科
界
の
向
上

発
展
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
ら

れ
、
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

10 月 26日（日）、紀州湯浅の鯖っと鯵まつりが開催されました。

たくさんの人が訪れ、湯浅の魚を堪能されました。

児
島
氏
は
、
36
年
余
り
に
わ
た
り

地
域
住
民
の
診
察
や
健
康
管
理
に
尽

力
し
、
地
域
住
民
か
ら
は
慈
父
の
ご

と
く
慕
わ
れ
る
一
方
、
昭
和
55
年
4

月
か
ら
24
年
の
永
き
に
わ
た
り
医
師

会
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
有
田
地
方
の

日
曜
、祝
日
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

年
末
年
始
の
初
期
救
急
医
療
機
関
と

し
て
急
患
の
受
入
等
、
有
田
地
方
の

救
急
医
療
体
制
の
確
立
に
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
こ

の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

平成26年秋の叙勲
【
旭
日
双
光
章
】

児こ

島じ
ま　

誠せ
い

一い
ち 

氏

元　
（
社
）
有
田
医
師
会
会
長

大お
お

橋は
し　

寛か
ん

治じ 

氏

元　

有
田
歯
科
医
師
会
会
長

【
旭
日
双
光
章
】

鯖っと鯵まつり
開開催催！！！！
とと

紀州湯浅の
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まちの話題

10 月 26 日 ( 日 )、第 26 回ＭＯＡ美術館中紀児童

作品展表彰式が有田中央高校同窓会館で開催されまし

た。

本町からは、湯浅町長賞　湯浅小学校４年　中
なか

井
い

　

公
ひろ

款
すけ

くんと銀賞　湯浅小学校２年　鈴
すず

木
き

　千
ち

尋
ひろ

さんの

２名が出席し、表彰を受けました。

ガラス絵大賞は中学生以上が表彰の対象となってお

り、今回湯浅中学校 2年生の横
よこ

貫
ぬき

友
ゆう

磨
ま

さんが兵庫県

教育委員会賞を受賞しました。

なお、作品の展示は平成 26 年 10 月 11 日（土）

から 12月 25 日（木）まで兵庫県神戸市中央区神戸

波止場町TEN× TENにて展示されています。

地
域
の
自
主
防
犯
団
体
の
メ

ン
バ
ー
や
地
域
安
全
推
進
員
ら

が
集
ま
る
「
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
県
民
大
会
」
が
10
月
15

日
（
水
）
に
和
歌
山
市
で
開
催

さ
れ
、
有
田
地
区
地
域
安
全
協

議
会
湯
浅
支
部
長 

中な
か

瀬せ 

明あ
き
ら 

氏

が
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

10
月
13
日
（
月
）
〜
10
月
16
日
（
木
）

長
崎
県
島
原
市
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
で

行
わ
れ
ま
し
た
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

体
２
０
１
４
レ
ス
リ
ン
グ
少
年
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
74
㎏
級
で
湯
浅
町
出
身
の
和

歌
山
北
高
吉よ

し

田だ

隆り
ゅ
う

起き

選
手
が
見
事
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
国
体
優
勝

第26回ＭＯＡ美術中紀児童作品展 第7回KOBEみなとのガラス絵大賞

防犯功労者表彰
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町長メッセージ　「町民の皆様へ」
～安心・安全のまちづくりを目指して～

早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、

あ
と
一
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た

か
？私

は
今
年
の
９
月
で
町
長
就
任
６

年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」、

「
教
育
は
ひ
と
づ
く
り
」
を
信
念
に
教

育
環
境
の
向
上
・
充
実
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
で
は
、
小
中
学
校
の
建

替
え
・
耐
震
化
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
改
善
な
ど
、
今
年
も
念
願
あ
り

ま
し
た
湯
浅
中
学
校
や
田
栖
川
小
学

校
の
プ
ー
ル
を
改
築
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
協
力

の
お
陰
だ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

湯
浅
町
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
、
健
や
か
に
の
び
の
び
と
成
長
で

き
る
環
境
づ
く
り
こ
そ
が
行
政
の
最

も
優
先
す
べ
き
責
務
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
子
供
た
ち
が
創
る
30
年
後
、

50
年
後
の
湯
浅
町
の
将
来
に
大
い
に

期
待
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

来
年
は
、「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
中
核
と
な
る
役
場
庁
舎
と

消
防
庁
舎
が
完
成
い
た
し
ま
す
。
緊

急
時
の
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

司
令
塔
と
し
て
機
能
を
果
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
改
め
て
気
を
引
き
締

め
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
現
庁
舎
跡
地
を
含
む
JR
湯

浅
駅
周
辺
の
利
活
用
や
、
歴
史
・
伝
統
、

観
光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、
一
歩
一
歩
着
々
と

ま
た
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

財
政
状
況
は
、
依
然
厳
し
い
で
す

が
、
皆
さ
ん
と
共
に
明
る
い
湯
浅
町

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
年
、
年
末
の
お
忙
し
い
中
、
消

防
団
や
地
域
安
全
協
議
会
の
方
々
が
、

町
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
た
め
、

年
末
警
戒
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

来
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課 

児
童
係

☎
６
４
・
１
１
２
０

※
随
時
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
場
所

　

健
康
福
祉
課 

児
童
係

◆
募
集
人
数
：
５
名

◆
提
出
書
類

・
履
歴
書
及
び
職
業
安
定
所
の
受

付
用
紙

・
保
育
士
資
格
証
明
書
の
写
し

◆
賃　
　

金
：
日
額
７
４
０
０
円

（
一
時
金
年
２
回
有
り
）

◆
勤
務
時
間
：
８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
（
時
差
出
勤
有
り
）

◆
勤
務
場
所
：
町
立
保
育
所

◆
そ
の
他

・
雇
用
保
険
、
社
会
保
険
有
り

・
通
勤
手
当
は
距
離
に
よ
っ
て
支

給
（
上
限
４
０
０
０
円
）

・
年
次
休
暇
12
日
間

※
詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
児
童

係
ま
で

湯浅町長
上山　章善

27平
成

年
度

非
常
勤
保
育
士
を

募
集
し
て
い
ま
す

第６６回人権週間 12月４日（木）～10日（水）
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

で
す
。１
９
４
８
年
の
こ
の
日「
世

界
人
権
宣
言
」
が
国
連
で
採
択

さ
れ
、
今
年
で
66
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
世
界
中
の
す
べ
て
の
人

は
み
ん
な
同
じ
人
権
を
持
つ
、
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
や
生
き
方
の
違

い
を
大
切
に
し
て
、
全
て
の
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
困
り
ご
と
、
心
配
ご
と
で
お

悩
み
の
方
は
、
下
記
の
人
権

相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
受
付
時
間
：
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
・
休
日
を
除
く
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

◆
面
接
に
よ
る
相
談
窓
口

和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

和
歌
山
市
二
番
町
２
番
地

◆
電
話
に
よ
る
相
談
窓
口

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
の
専

用
相
談
電
話

　

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の
専
用

相
談
電
話

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

みんなで築こう　　人権の世紀
～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～
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12月30日火～１月4日日休みです。
年末年始は、し尿の収集依頼が多くなりますので、お早めに下記業者までお申し込みください。

◆申込先：○竹井衛生　☎６２－２６６１　　　○厚 生 舎　☎６２－２８１０

月 日 曜日 もえるごみ、プラスチックごみ 資源ごみ

12

17 水 カン類、もえないごみ 年内最終 ・古着

22 月 月・木コース ダンボール 年内最終

23 火 火・金コース 雑紙類 年内最終

24 水 ビン類、古着 年内最終

25 木 月・木コース 年内最終 ペットボトル 年内最終

26 金 火・金コース 年内最終 新聞 年内最終

27 土

休ませていただきます

28 日
29 月
30 火
31 水

１

１ 木
２ 金
３ 土
４ 日
５ 月 月・木コース 開　始 ダンボール 開　始

６ 火 火・金コース 開　始 雑紙類 開　始

７ 水
カン類、もえないごみ、
古着 開　始

８ 木 月・木コース ペットボトル 開　始

９ 金 火・金コース 新聞 開　始

14 水 ビン類 開　始 ・古着

お問い合わせは、住民環境課　環境係（☎６３－２５２５）まで

７時までに必ず出してください。

年末年始ごみカレンダー年末年始ごみカレンダー
■■ご家庭内の見やすい場所に貼ってご活用ください。ご家庭内の見やすい場所に貼ってご活用ください。■■
ごみの収集について

し尿の収集について

通
常
ど
お
り

通
常
ど
お
り

55 平成26年12月



町県民税の特別徴収制度
税務課　課税係　☎６４-１１０６

従業員の町県民税には、特別徴収の実施を！
町県民税の特別徴収とは？

事業者（給与支払者）が、所得税の源泉徴収と同様に、町県民税の納税義務者である給与所得者に代わって、

毎月従業員（給与所得者）に支払う給与から町県民税（町民税＋県民税）を徴収（天引き）し、納める制度です。

※地方税法第３２１条の４及び湯浅町税条例第４５条の規定により、事業者は原則としてすべて特別徴収義

務者として町県民税の特別徴収を行うこととされています。

◆事業者の皆様
「従業員（給与所得者）の所得税は給与から源泉徴収しているけれど、町県民税は徴収していない。」と

いうことはありませんか？

◆従業員の皆様
給与所得に係る町県民税は特別徴収されていますか？

◆町県民税の特別徴収の方法による納税のしくみ

〇給与支払報告書の提出
毎年 1月３１日までに「給与支払報告書」を各市町村に提出してください。

なお、当該「給与支払報告書」は、地方税法第３１７条の７において、提出しなかった事業者または虚

偽の記載をした事業者に対する罰則規定が設けられています。

〇特別徴収の事務
毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収税額決定通知書」を送付しますので、その税額を毎月給与

から天引きし、翌月の１０日までに、合計額を各従業員の住所地の市町村へ納入していただきます。

納期の特例について……従業員が常時１０名未満の事業者は、申請により年１２回の納期を年２回とす
ることができます。

平成２６年１月から、記帳・帳簿等の
保存制度の対象者が拡大されました

個人の白色申告者のうち、事業所得、不動産所
得又は山林所得を生ずべき業務を行う全ての方
（所得税及び復興特別所得税の申告の必要がな
い方も対象となります）は、平成２６年１月か
ら記帳と帳簿書類の保存が必要です。

消費税課事業者の皆さまへ

平成２６年４月１日から消費税（地方消費税を含む）
の税率が８％に引き上げられました。
そのため、平成２６年分の消費税及び地方消費税の確
定申告書の作成に当たっては、帳簿等において、適用
税率ごとに区分し、計算する必要があります。
平成２６年４月１日以降に行われる取引であっても、
経過措置により旧税率が適用される場合があります。

市町村 事業者 給与所得者

66平成26年12月



について固定資産税

◆土地の用途変更など
住宅の敷地には特例として、税負担を軽
減する制度があります。事務所・店舗を改
装し住宅として使用する場合や、住宅を住
宅以外の用途に使用する場合には、あらか
じめお知らせください。

◆家屋の新増築、取り壊しなど
家屋の取り壊しや、新築・増築などを行っ

たりした場合はお知らせください。新築住
宅が長期優良住宅の場合は、別途申請が必
要となります。
耐震やバリアフリー、省エネのための改
修工事を行ったときは、一定の要件を満た
していれば、申告により固定資産税が減額
されることがあります。

固定資産税は、毎年1月 1日現在の
状況に応じて課税されます。土地、家屋、
償却資産につき、次の場合は税務課まで
お知らせください。

◆償却資産（事業用資産）の申告について
償却資産の所有者には、法令により毎年
申告する義務があります。
・償却資産とは？

１月１日現在で、会社や個人が事業の
ために所有している構築物、機械、器具、
備品などの資産です。
（ただし、土地や家屋、自動車を除きます。）

償却資産の対象となるもの（例）

個
別
出
張
相
談
会

働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る
原
則
15
才
か
ら

39
才
の
若
者
、
そ
の
ご
家
族
の
方
の
相
談
に

お
応
え
し
、
心
の
ケ
ア
や
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
て
、
職
業
的
自
立
・
就
労
ま
で
を

ト
―
タ
ル
で
サ
ポｰ

ト
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
時
間

◆
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　

有
田
振
興
局 

有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５
１

◆
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所 

有
田
市
箕
島
３
３ｰ

１

◆
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

　

日
高
振
興
局 

御
坊
市
湯
川
町
財
部
６
５
１

　

10
時
〜
16
時

　

原
則
予
約
制
（
相
談
時
間
40
分
）

　

予
約
時
間 

10
時
・
11
時
・
13
時
・
14
時
・
15
時

相
談
料

無
料

対
象
者

働
く
こ
と
に
不
安
の
あ
る
39
才
ま
で
の
若

者
お
よ
び
ご
家
族
の
方

お
問
合
せ

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
か
や
ま

　
〒
６
４
０
―
８
０
３
３ 

和
歌
山
市
本
町
２
丁
目
40
番

 
 

聖-

ソ
レ
イ
ユ
ビ
ル
４
Ｆ

　
《
Ｔ
Ｅ
Ｌ
》
０
７
３
・
４
２
７
・
３
５
０
０　

　
《
Ｆ
Ａ
Ｘ
》
０
７
３
・
４
２
７
・
３
５
０
１

月
曜
日
〜
土
曜
日　

10
時
〜
19
時

について固定資産税 税務課　課税係　☎64-1106

飲食店 厨房設備・レジスター
カラオケセット・冷蔵庫など

小売店 商品陳列ケース・冷蔵庫
自動販売機・冷蔵ストッカーなど

理容業
・

美容業
理・美容椅子・洗面設備
タオル蒸し器・サインポールなど

医院 ベッド・手術台・X線装置
調剤機器など

農業 ビニールハウス・電動機
スプリンクラー・選果機など

漁業 漁船・魚群探知機・無線機
漁具など

・申告の方法
　平成２６年１２月中旬までに申告書
の送付を予定しています。平成２７年
度分は、平成２７年２月２日（月）ま
でに申告してください。申告書が届か
ない人は、お手数ですが税務課までご
連絡をお願いします。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

「
相
談
」か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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●
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医
療
費

助
成
制
度

　

重
度
心
身
障
害

児（
者
）の
保
健
の

向
上
に
寄
与
し
、

福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
医
療
費
の

助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
（
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
）

　

平
成
18
年
８
月
1
日
よ
り
和
歌
山

県
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医
療
費
の

制
度
改
正
に
よ
り
、
65
歳
以
上
で
新
た

に
重
度
心
身
障
害
者
に
な
ら
れ
た
方

は
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医
療
費
制

度
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
健
の
向
上

に
寄
与
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
父
ま
た
母
及
び
児
童
に
対
し
医

療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

●
乳
幼
児
医
療
費
・
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度

　

子
育
て
に
伴
う
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
図
り
、
少
子
化
対
策
、

乳
幼
児
・
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た

め
、
医
療
費
の
助
成
を
中
学
校
卒
業

の
3
月
末
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
就
学
前
の
乳
幼
児
の
保
護
者
の

み
所
得
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
）

●
老
人
医
療
費
助
成
制
度

　

老
人
医
療
は
67
歳
か
ら
69
歳
の

方
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
割
合

が
３
割
か
ら
１
割
に
減
額
で
き
る
助

成
制
度
で
、
次
の
①
〜
⑤
の
す
べ
て

の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
世
帯
全
員
が
町

民
税
を
課
さ
れ
て
い
な
い
と
き
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
）

※
同
じ
世
帯
に
所
得
の
申
告
を
し
て

い
な
い
方
が
い
る
場
合
、
課
税
世

帯
扱
い
に
な
り
ま
す
。

②
あ
な
た
と
あ
な
た
の
世
帯
全
員
の

前
年
1
年
間
の
収
入
の
合
計
金
額

が
次
の
基
準
以
下
で
あ
る
と
き
。

以
下
１
人
増
え
る
ご
と
に
40
万
円
加
算
。

※
収
入
の
中
に
は
、
遺
族
年
金
・
遺

族
恩
給
・
障
害
年
金
・
老
齢
福
祉

年
金
・
雇
用
保
険
・
福
祉
給
付
金

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
収
入
が
含
ま
れ

ま
す
。

③
あ
な
た
と
あ
な
た
の
世
帯
全
員
の

金
融
資
産
が
、
次
の
基
準
額
以
内

で
あ
る
と
き
。

・
あ
な
た
の
預
貯
金
、
国
債
、
株
式

な
ど
の
有
価
証
券
の
合
計
額
が

３
５
０
万
円
ま
で
。

・
世
帯
全
員
で
所
有
す
る
預
貯
金
、

国
債
、
株
式
な
ど
の
有
価
証
券
の

合
計
額
が
３
５
０
万
円
×
世
帯
人

数
ま
で
。

④
あ
な
た
と
あ
な
た
の
世
帯
全
員
が

活
用
で
き
る
資
産
を
所
有
し
て
い

な
い
と
き
。

・
今
現
在
住
ん
で
い
る
土
地
家
屋
は

除
き
、
活
用
で
き
る
不
動
産
等
の

資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
。

⑤
あ
な
た
が
あ
な
た
の
世
帯
以
外
の

世
帯
に
属
す
る
方
か
ら
扶
養
を
う

け
て
い
な
い
と
き
。

・
所
得
税
、
町
県
民
税
の
扶
養
親
族

と
な
っ
て
い
な
い
。

・
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
の
被

扶
養
者
と
な
っ
て
い
な
い
。

詳
し
く
は
、
住
民
環
境
課
国
保
年
金

係
（
☎
６
４
・
１
１
０
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に

手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

祖
父
母
等
が
、
低
額
の
老
齢

年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が

低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み

を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父

が
死
亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低

額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を

受
給
し
て
い
る
場
合
な
ど

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
※
を
受
給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
以
降
は
、
年
金
額

が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償

な
ど

支
給
開
始
日

◆
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら

支
給
開
始
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
た
こ
と
に
よ

り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
平

成
26
年
12
月
1
日
に
支
給
要

件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
、

平
成
27
年
3
月
ま
で
に
申
請

し
た
場
合
は
、
平
成
26
年
12

月
分
の
手
当
か
ら
受
給
で
き

ま
す
。

◆
平
成
26
年
12
月
〜
平
成
27
年

3
月
分
の
手
当
は
、
平
成
27

年
4
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

児
童
係

☎
６
４
・
１
１
２
０

各
種
医
療
費

各
種
医
療
費
のの
助
成
制
度

助
成
制
度
にに
つ
い
て

つ
い
て

厚
生
労
働
省
か
ら
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

平
成
26
年
12
月
１
日
か
ら

「
児
童
扶
養
手
当
法
」の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

参
考
：
児
童
扶
養
手
当
の
月
額

（
平
成
26
年
4
月
〜
）

・
子
ど
も
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給 

４
１
，
０
２
０
円

　

一
部
支
給  

４
１
，
０
１
０
円

〜
９
，
６
８
０
円

（
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
）

・
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目
：
５
，
０
０
０
円
、

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き

　
　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

入　院

○

○

入院外

○身体障害者手帳 1級・2級
特別児童扶養手当 1級・療育手帳Ａ

身体障害者手帳 3級

１
人
世
帯
（
単
身
）

１
０
０
万
円

２
人
世
帯

１
４
０
万
円

３
人
世
帯

１
８
０
万
円
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家
の
新
築
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
環
境
課　

環
境
係　

☎
６
４
・
１
１
０
２

補助内容

10
人
槽

７
人
槽

５
人
槽

浄
化
槽
の
大
き
さ

２
基
４
基
13
基
予
定
数

54
万
８
千
円

41
万
４
千
円

33
万
２
千
円

補
助
金
の
額

２
世
帯
住
宅
等

居
住
用
面
積
が
１
５
０
㎡
を
超
え
る

居
住
用
面
積
が
１
５
０
㎡
以
下

※
基
準
と
な
る
居
住
用
面
積
等

※
浄
化
槽
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
算
定
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
浄
化
槽
設
置
業
者
の
方
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合
併
浄
化
槽
を
ご
存
知
で
す
か
。
ト
イ

レ
の
汚
水
だ
け
で
は
な
く
、
台
所
や
風
呂
場

か
ら
の
生
活
排
水
も
浄
化
す
る
の
で
、
河
川

や
海
を
水
質
汚
濁
か
ら
守
る
の
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
単
独
浄
化
槽
は
水
洗

式
の
ト
イ
レ
の
汚
水
の
み
を
浄
化
す
る
も
の

で
、
ご
家
庭
の
雑
排
水
ま
で
は
浄
化
し
ま
せ

ん
。
合
併
浄
化
槽
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
地

域
環
境
の
保
全
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
は
補
助
金
の
制

◆
申
込
期
間
：
12
月
１
日
（
月
）
か
ら
12

月
25
日
（
木
）
ま
で

◆
申
込
基
数
が
予
定
数
を
上
回
る
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
補
助
対
象
と
な
る
要
件
は
次
の
と
お
り

で
す
。補

助
対
象
と
な
る
要
件

①
田
地
区
の
農
業
集
落
排
水
対
象

地
域
を
除
く
湯
浅
町
内
に
浄
化

槽
を
設
置
さ
れ
る
方
。

②
湯
浅
町
に
住
所
を
有
す
る
方
。

ま
た
は
、
設
置
後
に
湯
浅
町
に

住
所
を
有
す
る
方
。

度
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
家
を
新
築
さ
れ
る

方
以
外
に
も
現
在
汲
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
や

単
独
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
で
、
合
併

浄
化
槽
に
改
修
さ
れ
る
場
合
に
も
、
新
築
と

同
様
に
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
の
計

画
で
交
付
し
て
き
た
こ
の
補
助
金
は
今
年
度

が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
来
年
３
月
末
ま

で
に
完
成
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
設
置

す
る
専
用
住
宅
（
店
舗
併
用
住

宅
の
場
合
は
、
２
分
の
１
以
上

が
住
居
用
の
建
物
）
の
名
義
人

の
方
。

④
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
着

工
し
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
事
業
を
完
了
し
、
書
類
提

出
可
能
な
方
。

⑤
下
記
浄
化
槽
管
理
講
習
会
を
受

け
ら
れ
た
方
。

詳
し
く
は
住
民
環
境
課
環
境
係
ま
で

新築やリフォームで合併浄化槽を設置さ
れた方や設置を予定されている方を対象に
浄化槽管理講習会が開催されますので、ご
家族のうちでどなたかお一人は必ず受講し
てください。なお、当日は受講済証書を発

行しますので、受付で本人確認のため運転
免許証等の提示をお願いします。

開 催 日 会　　場 開始時刻

2月26日(木) 総合センター２階 19：００～

浄化槽管理講習会のご案内 住民環境課環境係 ☎６４－１１０２

対象 教室名 開催日時・場所 内容・料金等 担当係

40歳
以上の方 フィットネス教室

毎週 水・金 曜
19時～
・ふれあいプラザ

筋力トレーニング・エアロバイク等
参加費：１クール（３か月）3000円 保健係

おおむね
60歳
以上の方

高齢者
筋力トレーニング教室

毎週月・火・木・金曜の
9時 30分～
　　　または
13時 30分～
　　のうち 2回

・ふれあいプラサ
・総合センター

筋力トレーニング・エアロバイク等
参加費：１クール（３か月）1500円

福祉係

※今回は平成 2７年１～３月の募集です。
※申し込み締め切りは　１２月２５日（木）です。
※お問い合わせ・申し込みは　役場　健康福祉課　（℡ 64 － 1120）各担当係まで

たいそう教室参加者募集
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ごみを軽くするために
さらにご協力を

年末年始はごみの多い時期です。これま
でみなさまのご家庭でもごみの減量化に取
り組まれ、着実に進んできてはいますが、
いま一度ごみの出し方を見直してください。
生ごみの水切りや資源ごみのリサイクル
にご協力をお願いします。

湯
浅
町
共
同
浴
場
「
宝
栄
湯
」
の
指
定

管
理
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
村

風
呂
と
し
て
誕
生
し
た
「
宝
栄
湯
」
で
す

が
、
昭
和
43
年
に
村
風
呂
か
ら
町
営
浴
場

と
な
り
、
昭
和
53
年
に
現
在
の
場
所
へ
移

転
、
共
同
浴
場
「
宝
栄
湯
」
と
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る

運
営
が
行
わ
れ
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま

で
の
３
年
間
の
指
定
管
理
者
と
な
る
「
法

人
そ
の
他
の
団
体
」（
法
人
登
記
を
必
要

と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。以
下「
団

体
」と
い
い
ま
す
。）を
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
団
体
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。１

．
施
設
等
の
概
要

⑴
名　

称　

湯
浅
町
共
同
浴
場「
宝
栄
湯
」

⑵
所
在
地　
湯
浅
町
大
字
湯
浅
２
７
１
６
番
地
４

２
．
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

⑴
共
同
浴
場
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と

⑵
共
同
浴
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

⑶
そ
の
他
共
同
浴
場
の
管
理
に
関
し
、
町

長
が
必
要
と
認
め
る
こ
と

３
．
申
請
資
格

申
請
資
格
を
有
す
る
者
は
、
湯
浅
町
内

に
住
所
を
有
し
、
指
定
期
間
中
、
安
全
円

滑
さ
ら
に
清
潔
に
浴
場
を
管
理
運
営
し
、

か
つ
、宝
栄
湯
の
歴
史
的
経
過
を
踏
ま
え
、

浴
場
の
設
置
目
的
お
よ
び
地
域
で
の
役
割

を
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
に
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
団
体
と
し
ま
す
。（
個
人
で

は
申
請
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。）

４
．
提
出
書
類

申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
次
の
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
募
集
要
綱
お
よ

び
申
請
書
類
は
役
場
住
民
環
境
課
に
用
意

を
し
て
い
ま
す
。）

⑴
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書

⑵
浴
場
の
管
理
運
営
等
に
関
す
る
事
業
計

画
書
及
び
年
度
毎
の
収
支
予
算
書

⑶
団
体
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
（
設
立

趣
旨
、
事
業
内
容
及
び
活
動
状
況
等
、

法
人
に
あ
っ
て
は
定
款
及
び
前
年
度
の

貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
そ
の
他

当
該
団
体
の
財
務
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
等
）

⑷
団
体
の
構
成
員
名
簿

⑸
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類
等

５
．
申
請
書
等
の
提
出
期
限
等

指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
に
所
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

期
限
ま
で
に
持
参
、
又
は
郵
送
（
提
出
期

間
内
に
必
着
と
な
る
よ
う
送
付
）
し
て
く

だ
さ
い
。

⑴
提
出
期
間 

平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）

〜
１
月
20
日
（
火
）
の
平
日

⑵
提
出
時
間 

８
時
30
分
〜
17
時

⑶
提
出
場
所
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
環
境
課 

環
境
係 

☎
６
４
・
１
１
０
２

靴、スリッパ等は燃えないご
みで、１．３．５の水曜日に透
明の袋に入れて出してくださ
い。

新聞、チラシ、雑誌等の資源
ごみはそれぞれの曜日に出し
てください。

古着類は、水曜日に透明の袋
に入れて出してください。
（下着類は新聞紙にくるんで
燃えるごみに入れてもらって
も結構です。）

生ごみの水切り、乾燥を徹底
してください。
草や木の葉も乾燥させてくだ
さい。土は必ず落としてくだ
さい。

月 火 水 木 金

ダンボール 本、牛乳パック、チラシ 古着 ペットボトル 新聞

「
宝
栄
湯
」
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

資源ごみの収集日

燃える
ごみ袋

住民環境課
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お し ら せ

平
成
27
年
成
人
式
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
☎
６
３
・
１
１
１
１

◆
対
象
：
平
成
６
年
４
月
２
日
〜

　
　
　

平
成
７
年
４
月
１
日

◆
日
時
：
平
成
27
年
１
月
11
日
（
日
）

　
　
　

13
時
30
分
〜

◆
場
所
：
湯
浅
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

※
湯
浅
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は
、
12
月
中

旬
に
案
内
状
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す
。

※
就
職
・
進
学
等
で
住
民
票
を
町
外
に
移
さ
れ

て
い
る
方
で
、
湯
浅
町
の
成
人
式
に
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

国
保
か
ら
の
お
願
い

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

住
民
環
境
課
国
保
年
金
係
☎
６
４
・
１
１
０
２

◆
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き

届
け
出
に
は
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退

し
た
証
明
書
が
必
要
で
す
。

◆
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き

届
け
出
に
は
職
場
の
健
康
保
険
証
と
国
保
の

保
険
証
の
両
方
が
必
要
で
す
。

◆
保
険
証
を
紛
失
ま
た
は
、
破
損
さ
れ
た
と
き

再
発
行
の
手
続
き
で
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の(

免
許
証)

が
必
要
で
す
。

◆
交
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
で
国
保
を
使
っ
て

　

病
院
に
か
か
る
と
き

住
民
環
境
課
国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
届
け
出
に
は
認
印
が
必
要
で
す
。

平
成
27
年
消
防
出
初
式

◆
日
時
：
平
成
27
年
１
月
３
日
（
土
）
10
時
〜

※
式
に
先
立
ち
８
時
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

◆
場
所
：
な
ぎ
の
里　

町
民
多
目
広
場
（
旧
マ

マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）
（
雨
天
の
場
合

は
、
屋
根
付
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

分
列
行
進
・
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

有
田
衛
生
施
設
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

堆
肥
「
な
ぎ
コ
ン
ポ
」
に
つ
い
て

有
田
衛
生
施
設
事
務
組
合
リ
ユ
ー
ス
な
ぎ

☎
６
３
・
５
４
４
４

当
組
合
で
は
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
で
作

ら
れ
た
堆
肥
「
な
ぎ
コ
ン
ポ
」
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
販
売
価
格
、
販
売
場
所
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
販
売
時
間　

９
時
〜
16
時
ま
で
の
間

◆
販
売
場
所　

有
田
衛
生
施
設
事
務
組
合

リ
ユ
ー
ス
な
ぎ
（
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５
０
）

◆
販
売
価
格　

１
袋
（
15
㎏
）
50
円

◆
効　
　

用　

葉
物
や
小
木
に
最
適
で
す
。
リ

ン
が
多
い
た
め
根
の
伸
張
を
促
し
ま
す
。

な
ぎ
コ
ン
ポ
は
農
林
水
産
省
の
登
録
を
受
け

た
堆
肥
で
す
の
で
、
重
金
属
な
ど
の
有
害
成
分

に
つ
い
て
公
定
規
格
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所　

☎
８
２
・
６
６
３
１

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
受
付
中

推　

薦　

12
月
５
日
（
金
）
ま
で
受
付

◆
募
集
人
数　

約
60
名

◆
応
募
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
者
で
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に

顕
著
な
実
績
を
納
め
、
学
校
長
が
推
薦
出
来
る
者

◆
試
験
日　

平
成
27
年
１
月
10
日
（
金
）
〜
12

日
（
月
）
の
指
定
さ
れ
た
１
日

◆
試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

◆
合
格
発
表　

平
成
27
年
１
月
23
日
（
金
）

一　

般　

平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）
ま
で
受
付

◆
募
集
人
数　

約
２
６
０
名

◆
応
募
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）

　
　
　
　
　
　

17
歳
未
満
の
者

◆
試
験
日　

１
次　

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　

２
次　

平
成
27
年
２
月
７
日
（
土
）

◆
試
験
場
所

１
次　

プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
（
和
歌
山
市
）　
　

　

２
次　

信
太
山
駐
屯
地
（
大
阪
府
和
泉
市
）

◆
合
格
発
表　

１
次　
平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

２
次　
平
成
27
年
２
月
20
日
（
金
）

関
西
電
力
か
ら
の
お
願
い

関
西
電
力
節
電
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
・
１
２
３
・
０
１
７
１
（
通
話
料
無
料
）

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
着
実
な
節
電
・
省
エ
ネ
、
健
康
に
影
響
を

湯浅町ふるさと
まちづくり寄附金
（ふるさと納税）のお知らせ

平成19～25年度の実績375件　6,771,704円
うち、5,650,000円を防災・交通安全関係、
文化財の改修・活用費、鳥獣害対策・有田みか
んＰＲ対策、子ども医療費などに活用しています。

平成26年度の実績（11 月１日現在）
1731件　1884万5,000円

経済産業省では、わが国の製造業
の実態を明らかにすることを目的に、
工業統計調査を平成２６年１２月
３１日現在で実施します。
１２月から来年１月にかけて調査

員がお伺いしますので、調査票のご
記入・提出をお願いします。

与
え
な
い
範
囲
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
等
の
維

持
や
生
産
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
可
能

な
限
り
の
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

経済産業省・和歌山県・湯浅町からのお知らせ

─製造業事業所の皆様へ─
工業統計調査にご協力ください

工業統計キャラクター
コウちゃん
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地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー No.74

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
『
運

動
器
症
候
群
』の
こ
と
で
、「
運
動
器
の
障
害
」

に
よ
り
「
要
介
護
の
状
態
」
や
「
要
介
護
リ

ス
ク
の
高
い
状
態
」
に
な
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
は
あ
な
た
が
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
で
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

１
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

□　

片
足
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

□　

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た

り
す
る

□　

階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が
必

要
で
あ
る

□　

横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ

な
い

□　

15
分
（
１
㎞
）
く
ら
い
続
け
て
歩

け
な
い

□　

２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち

帰
る
の
が
困
難
で
あ
る
（
１
ℓ
の

牛
乳
パ
ッ
ク
２
個
程
度
）

□　

家
の
や
や
重
い
仕
事
が
困
難
で
あ

る
（
掃
除
機
の
使
用
、
布
団
の
上

げ
下
ろ
し
な
ど
）

○
腰
痛
・
膝
痛
予
防
ロ
コ
モ
健
康
体
操
教
室
へ

　

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
整
形
外
科
教
室
の
研
究
事
業
の
一
環
と

し
て
「
腰
痛
・
膝
痛
予
防
ロ
コ
モ
健
康
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

65
歳
以
上
で
、
教
室
終
了
後
１
年
間
体
操
を
続
け
る
こ
と
が
可

能
な
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
腰
痛
・
膝
痛
に
お
悩
み
の
方
、
腰
痛
・
膝
痛
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
お
考
え
の
方
、
一
緒
に
体
操
し
て
予
防
改

善
し
ま
せ
ん
か
？

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
と
湯
浅
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

支
援
し
ま
す
。

○
腰
痛
・
膝
痛
予
防
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

日　

時
：
12
月
19
日
（
金
）
13
時
30
分
〜

場　

所
：
総
合
セ
ン
タ
ー　

２
階　

集
会
室

講　

師
：
公
立
大
学
法
人
和
歌
山
県
医
科
大
学

　
　
　
　

整
形
外
科
教
室　

橋
爪　

洋　

先
生

申
込
み
：
湯
浅
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

電
話
６
４
・
１
１
２
０

　
　
　
　

12
月
15
日
（
月
）
締
め
切
り

　

足
腰
を
丈
夫
に　

元
気
に
過
ご
そ
う

腰
痛
膝
痛
予
防

腰
痛
膝
痛
予
防  

ロ
コ
モ
健
康
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す

ロ
コ
モ
健
康
体
操
教
室
を
開
催
し
ま
す

橋爪　洋　先生

健
康
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ
よ
り
→
↓

～ロコモ健康体操教室 (３か月間 ) ～
《日程》 第 1回　1月 14日（水）
 第 2回　1月 28日（水）
 第 3回　2月 4日（水）
 第 4回　2月 18日（水） 
 第 5回　3月 4日（水）　
 第 6回　3月 11日（水）
 第 7回　3月 25日（水）
《時間》 13 時 30分～
《場所》 ふれあいプラザ（湯浅町別所）
《内容》 ロコモ健康体操
 整形外科医師等の講義・医療相談
《申込》 湯浅町地域包括支援センター
 ☎６４－１１２０
 12 月 26日（金）締め切り

こ
の
教
室
へ
参
加
す
る
と
・
・
・

特
典
１　

参
加
費
無
料

特
典
２　

健
康
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

特
典
３　

整
形
外
科
医
の
講
義
や
医
療
相
談
、

体
操
指
導
付
き
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今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
も

元
気
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
家
族
の
健
康
を
祈
っ

て
作
る
お
せ
ち
料
理
に
、
低
カ
ロ
リ
ー
な
一
品
は
い
か

が
で
す
か
。

材　

料
（
２
人
分
）

生
鮭 

２
切
れ　
　
　

塩 

小
さ
じ
１
／
８　

大
根 

１
０
０
ｇ　
　
　

人
参 

40
ｇ　
　
　
　

き
ゅ
う
り 

１
／
２
本　

 　
　
　

土
生
姜 

15
ｇ　
　
　
　

 

酢 

大
さ
じ
２　
　
　

　

Ａ 

酒 

大
さ
じ
２

 

し
ょ
う
ゆ 

大
さ
じ
１
と
１
／
２

柚
子 

小
１
個

１
人
分　

熱
量
１
４
３
㎉　

た
ん
ぱ
く
質
17.3
ｇ　

脂
質

３
ｇ　

炭
水
化
物
7.4
ｇ　

塩
分
2.5
ｇ

☆
お
正
月
の
食
事
は
野
菜
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
又
、

煮
物
の
塩
分
の
取
り
過
ぎ
、
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
も
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
野
菜
を
焼
き
魚
と
一
緒
に
酢
の
入
っ
た

タ
レ
に
漬
け
る
の
で
、
野
菜
が
し
ん
な
り
し
て
た
く
さ

ん
摂
れ
、
一
度
に
主
菜
と
副
菜
が
摂
れ
ま
す
。

☆
鮭
や
青
背
の
魚
の
あ
ぶ
ら
に
は
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
の
食
物
繊

維
に
も
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
た
り
、
血
糖

値
の
吸
収
を
緩
や
か
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

①
皿
に
塩
の
半
量
を
ふ
り
、
鮭
を
並

べ
残
り
の
塩
を
ふ
っ
て
10
分
程

置
く
。
水
分
が
出
て
き
た
ら
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
ふ
き
と
る(

生

臭
み
が
取
れ
る)

。
１
切
れ
を
３

等
分
に
切
る
。

②
大
根
、
人
参
は
縦
に
薄
く
切
り
、

き
ゅ
う
り
は
斜
め
薄
切
り
に
し
、

共
に
千
切
り
に
す
る
。
生
姜
は

繊
維
に
そ
っ
て
薄
く
切
り
、
千

切
り
に
す
る
。

③
柚
子
は
皮
を
薄
く
む
き
、
千
切
り

に
す
る
。
実
は
横
半
分
に
切
り
、

種
を
除
い
て
汁
を
搾
り
Ａ
と
合

せ
て
②
の
野
菜
と
柚
子
の
皮
の

半
量
と
一
緒
に
ジ
ッ
パ
ー
付
き

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
お
く
。

④
①
の
鮭
を
魚
焼
き
器
で
両
面
焼

き
、
熱
い
う
ち
に
③
に
入
れ
る
。

袋
の
空
気
を
抜
き
汁
に
漬
か
る

よ
う
に
す
る
。
30
分
以
上
置
い

て
味
を
な
じ
ま
せ
る
。

⑤
器
に
鮭
と
野
菜
を
盛
り
、
残
り
の

柚
子
の
皮
を
天
盛
り
に
す
る
。

ヘ
ル
シ
ー
お
せ
ち
料
理
レ
シ
ピ

 

〃
焼
き
鮭
の
彩
り
な
ま
す
〃

作
り

方

焼
き
鮭
の
彩
り
な
ま
す
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あなたも私もみんなステキ
～ともに考えましょうみんなの人権～ 人権尊重委員会人権尊重委員会

人権推進室人権推進室
☎☎６４６４－－１１２６１１２６

jinsui@town.yuasa.lg.jpjinsui@town.yuasa.lg.jp88．町民人権学習会に参加して　
各地区の区長さんを中心に住民のみなさんが参加され、開

催しています町民人権学習会は、『気づき合い・分かち合
い・支え合う人権（共生社会）』をテーマとして話し合われ
ています。鑑賞いただいた啓発ビデオ「親愛なる、あなた
へ」では、一人の人間が気づきと再生を中心に描いていま
す。一人一人の「気づき」こそが、互いに支え合う力が低下
した地域の「再生」につながります。無関心、無理解という
冷たい壁を破って、温かい見守りと相互支援を進めることの
大切さを語りかけています。
地域に関わる全ての人が、同じ社会の構成員として、より

よい暮らしづくりを実践する地域社会を創造し、「人権が尊
重される安全・安心のまちづくり」をめざしましょう。

「ゆあさ愛・あいまつり」の人権啓発講演会には、多くのみ
なさまにご来場いただきありがとうございました。

利用案内 ■開 館 時 間：平　　　日／ 9：30～19：00
　　　　　　　　土・日曜日／ 9：30～18：00
■休 館 日：月曜日、祝日、毎月月末の金曜日
■お問い合わせ：湯浅町立図書館　☎62‐2280

児童書一般書

図書館 来てみて！

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内

『つかまえろ！』　カタリーナ・ヴァルクス／文研出版
ハムスターのビリーは、パパが持っ
ているなげなわを見て、「バッファロー
をつかまえる！」と心に決めます。で
も、小さなハムスターに大きなバッファ
ローがつかまえられるでしょうか…？
（対象：３歳～小学２年生）

『病気か？老化か？それが問題だ。』
細井孝之／マガジンハウス
急に咳き込むことがある、新しいもの

ごとが覚えられない、膝が痛い、耳鳴り
がする…。８６の不調を取り上げ、それ
が老化のせいなのか、それとも重大な病
気のサインなのかを解説します。

『ここが知りたい！俳句入門』
小川軽舟／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
「俳句を作る目的」「季語の必要性」「取
り合わせの手法」などの基本から「人間
をどう詠むか」といった本質的なテーマ
まで、俳句の型や仕組みを丁寧に解説す
る現代的俳句入門。

『あなたの夢におじゃまします』　岡田貴久子／ポプラ社
古びた商店街にある稲荷大明神でお

まいりをした晴人は、神さまの仕事を手
伝うことに…。神さま力が落ちた「キツ
ネの神さま」と、その「ともの者」に選
ばれた男の子が、悩める人たちの夢の
なかにおじゃまします。
（対象：小学５～６年生）

『エデンの果ての家』　桂望実／文藝春秋
『土漠の花』　月村了衛／幻冬舎
『吉田松陰とその妹文の生涯』　不破俊輔／明日香出版社
『こんなにちがう！世界の子育て』　メイリン・ホプグッド／中央公論新社　など

『だって…　学校の巻』　下谷二助／国土社
『なぞかけどうじょう』　大島妙子／金の星社
『空へ』　いとうみく／小峰書店
『なきむしオバケ５つのお話』　文溪堂　など

＊おはなし会（こども向け） 次回は１２／１３（土）です！＊
～年末年始の休館のおしらせ～

１２／２８（日）～１／３（土）は休館です。本の返却は時間外返却口をご利用ください。

町民人権学習会の風景

11月２日ゆあさ愛・あいまつり

1414平成26年12月



HAPPY
Birthday!1st1st

１１月６日（木）
１歳児健康相談

母子健康センターにて

平成２５年

10月生まれの

お子さんたち

１歳児健康相談の時に、お誕

生会を開きました。

保育所に通う５歳児さん手作

りのカバンと、町からの絵本と

お誕生カードをプレゼント！

今後の健やかな成長をお祈り

いたします。いたします。

10：00～
11：15

 参加無料

◆親子サロンへ遊びに来てね
（月～金曜日　 10：00～ 16：00）
場所…向島保育所２階
お問い合わせ…向島保育所（☎63-4153）
子育て支援センター（☎63-6066）

みんな一緒
に『すくす

くひろば』
へ

～地域子育
て支援セン

ター～

《“なかよしひろば”の日程》
●12月18日（木）
　おばあちゃんの読み聞かせ

《“ひまわりひろば”の日程》
●ひまわり保育園
１２月　８日（月）絵を描こう

保育所のお友だちも楽しみに待っています

◆電話・来訪相談ご利用ください
☎63-6066
（月～金曜日　 9：00～ 17：00）
受け付けています

内容は変更することもあります。

1月
なかよしひろばの日程
●給食試食会
＊今回は申し込みが必要です
・日　　時　平成 27年１月１５日（木）
　　　　　　ふれあい遊びの後に行います。
・場　　所　親子サロン室
・定　　員　先着 20名　
・申込締切　１２月１８日（木）
・申 込 先　子育て支援センター
　　（☎ 63-6066）

水分補給ができるように、お茶をご用意ください。

おいで
よ、

子育て
サーク

ルへ

1月

へ

●10日（
水）

吉川子育て
サークル

１０：００
～　吉川公

民館

●11日（
木）

ピンポンパ
ン（田子育

てサークル
）

１０：００
～　田区民

センター

●12日（
金）

エンゼルち
ゃん（湯浅

子育てサー
クル）

１０：００
～　いきい

きふれあい
館

おいで
よ、

子育て
サーク

ルへ

12 月

《“すくすくひろば”の日程》
●向島保育所
　12月 3日（水）もちつきぺったん！
　12月17日（水）３園合同クリスマス会　総合センター２階　集会室　
　　＊今回は申し込みの方のみとなります

1515 平成26年12月
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町のうごき （平成26年11月1日）
（前月比）

人口……………13,017 （－25）
男…………………6,143 （－16）
女…………………6,874 （－ 9）

世帯………………5,605 （＋－ 0）

◆4ヶ月児健診 12月19日（金）13：30～ 広
◆6ヶ月児相談 12月10日（水）13：30～ 母
◆10ヶ月児健診 12月19日（金）13：00～ 広
◆1 歳 児相談

 12月 1日（月）9：30～ 母
◆2 歳 児相談  12月15日（月）9：30～ 母
◆乳幼児相談  12月 3日（水） 午 前 中 母

 12月17日（水） 午 前 中 母

 大人の健診・健康相談 
◆健康相談
●毎週水曜日　午前中　母子健康センター１階

◆献　　血
●12月10日（水）10：00～11：45　湯浅警察署
　　　　　　　　　13：00～16：30　有田振興局

 子どもの健診・健康相談  

母  母子健康センター２Ｆ　図  町立図書館
広  広川町保健福祉センター

平成25年11月生まれ

広報カレンダー2014年

1212〈December〉〈December〉

日 曜 行事予定（時間・場所等）
3 水 ●カン類収集日

9 火 ●消費者相談　多目的ホール　13：00～

10 水 ●ビン類収集日

17 水
●行政相談　多目的広場　13：30～

●カン類収集日 年内最終

24 水 ●ビン類収集日 年内最終

25 木

●町県民税第 4期納付期限

●国民健康保険税第 6期納付期限

●介護保険料　第６期納付期限

●高期高齢者医療保険料　第６期納付期限

29 月
●消防団年末特別警戒

30 火

11 〈January〉〈January〉

日 曜 行事予定（時間・場所等）

3 土
●消防出初式
　町民多目的広場（旧ママさんソフトボール場）
　10：00～

年末年始のごみ収集は、「年末年始のごみ
カレンダー（５ページ）」をご覧ください。 湯浅町は軟式野球（成人男子）とスポーツ吹矢の開催地です。

期日前投票【役場第２庁舎１階　選挙管理委員会室】※期日が異なるのでご注意ください。
◆小選挙区及び比例代表　12 月３日（水）～ 13日（土）８時 30 分～ 20 時
◆最高裁判所裁判官国民審査　12 月７日（日）～ 13日（土）８時 30 分～ 20 時

第47回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査
投票日　12月14日（日）

◆投票時間：７時～ 19 時　　◆投票場所：後日配布される入場券をご覧ください。
☆開票場所：湯浅町総合センター【20時～】

湯浅町選挙管理委員会　☎６３－２５２５

1616平成26年12月


